
─  28  ─

一
　
は
じ
め
に

　

私
の
家
は
江
戸
時
代
前
期
よ
り
幕
末

に
い
た
る
ま
で
加
賀
藩
の
御
用
を
数
々

受
け
て
作
画
活
動
を
し
た
狩
野
派
の
家

系
で
す
。
石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
に

は
梅
田
家
旧
蔵
の
粉
本
が
約
四
千
点
あ

り
ま
す
。
粉
本
と
は
絵
の
手
本
、
縮
図
、

模
写
、
画
稿
な
ど
の
総
称
で
す
。
明
治

に
入
り
私
の
曽
祖
父
が
、
家
業
の
絵
師

の
仕
事
に
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
前

身
校
の
石
川
県
立
工
業
学
校
に
絵
画
科

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
寄
贈
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
梅
田
家
歴
代
の

狩
野
派
の
絵
の
修
得
に
つ
い
て
簡
潔
に

述
べ
て
お
き
ま
す
。
初
代
与
兵
衛
一
信

（
一
六
二
四
～
一
六
九
二
）
は
慶
安
二

（
一
六
四
九
）
年
に
江
戸
へ
出
て
狩
野

探
幽
の
弟
で
木
挽
町
狩
野
家
の
祖
と

な
っ
た
幕
府
御
用
絵
師
尚
信
に
師
事
し

画
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
子
、
二

代
喜
平
次
種
与
（
一
六
四
六
～
一
七
〇

二
）
も
若
い
頃
江
戸
へ
出
て
狩
野
派
の

画
法
を
学
び
ま
し
た
が
、
師
事
し
た
の

は
探
幽
の
祖
父
永
徳
の
弟
の
家
系
に
連

な
る
狩
野
友
益
（
生
没
年
不
詳
）、
並

び
に
そ
の
長
男
伯
圓
（
一
六
四
二
～
一

七
二
六
）
で
す
。
友
益
は
五
代
加
賀
藩

主
前
田
綱
紀（
一
六
四
三
～
一
七
二
四
）

に
重
用
さ
れ
、
伯
圓
（
神
田
松
永
町
狩

野
家
の
祖
）
は
綱
紀
よ
り
禄
二
百
石
を

給
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
こ
う
し

た
事
情
か
ら
友
益
・
伯
圓
親
子
に
学
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

三
代
喜
平
次
種
芳
（
？
～
一
七
三
三
）

は
二
代
喜
平
次
の
長
男
で
、
幼
少
の
頃

金
沢
へ
藩
の
御
用
で
下
っ
て
き
た
伯
圓

や
そ
の
弟
で
芝
愛
宕
下
狩
野
家
の
祖
と

な
っ
た
即
譽（
一
六
六
五
～
一
七
三
四
）

に
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
に
切
米
三

十
俵
で
絵
細
工
と
し
て
御
細
工
者
に
登

用
さ
れ
た
三
代
喜
平
次
の
弟
与
兵
衛

（
？
～
一
七
六
六
）
も
同
様
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。四
代
喜
平
次
令
直（
？

～
一
七
四
四
）
は
三
代
喜
平
次
の
子
で
、

幼
少
の
頃
狩
野
即
譽
に
絵
を
学
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
代
喜
平
次
豊
直

（
？
～
一
七
七
四
）
は
四
代
喜
平
次
の

弟
で
絵
は
父
の
弟
で
細
工
者
と
な
っ
た

与
兵
衛
に
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
代
喜
平
次
景
直
（
一
七
五
七
～
一
八

〇
〇
）
は
五
代
喜
平
次
の
長
男
で
剃
髪

後
九
栄
を
名
乗
り
ま
し
た
。
幼
少
よ
り

父
に
絵
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

尚
、「
九
栄
」
は
こ
の
後
八
代
～
十
一

代
の
通
称
と
な
り
ま
す
。
六
代
喜
平
次

（
九
栄
）
の
子
、
七
代
九
淵
種
直
（
一

七
七
九
～
一
八
〇
六
）
以
降
は
幼
少
よ

り
父
や
兄
か
ら
絵
を
学
ん
で
い
ま
す
。

十
一
代
九
栄
直
賢
（
一
八
五
四
～
一
九

一
八
）
は
九
代
九
栄
の
子
で
、
十
五
歳

の
時
に
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
旧
石
川
県
立
工
業
学
校
へ
粉

本
を
寄
贈
し
た
の
は
こ
の
十
一
代
九
栄

で
す
。

　

さ
て
私
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か

ら
学
校
の
ご
好
意
も
あ
っ
て
、
こ
の
粉

本
調
査
並
び
に
目
録
作
り
に
携
わ
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
粉
本

の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
単

に
梅
田
家
歴
代
の
御
用
を
含
め
た
作
画

活
動
の
一
端
を
知
る
資
料
に
と
ど
ま
ら

ず
、
博
物
学
的
観
点
か
ら
も
興
味
深
い

画
稿
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ

れ
ら
の
中
か
ら
紙
数
の
許
す
限
り
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
　
御
用
と
し
て
の
生
写

　

今
日
の
よ
う
に
写
真
と
い
う
記
録
手

段
の
な
い
時
代
に
お
い
て
、
珍
し
い
も

の
を
記
録
す
る
た
め
に
藩
か
ら
絵
師
が

模
写
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
か

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

（
一
）
長
亀
図

　

長
亀
（
以
下
、
オ
サ
ガ
メ
と
表
記
）

は
基
本
的
に
は
熱
帯
か
ら
温
帯
に
か
け

て
の
外
洋
に
生
息
し
て
お
り
、
時
折
回

遊
し
て
北
上
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

標
記
の
図
で
は
「
筋
亀
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
背
面
に
七
本
、
腹
面
に

五
本
の
筋
状
の
盛
り
上
が
り
が
あ
る
と

い
う
身
体
的
特
徴
に
よ
り
命
名
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

研
究
者
の
水
野
康
次
郎
氏
に
よ
る
と
、

現
在
で
も
年
間
数
頭
で
あ
る
が
福
井
や

京
都
の
日
本
海
側
で
見
つ
か
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
今
回
の
調

査
で
も
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
標
記
の
図

の
ほ
か
に
、
作
者
不
明
で
す
が
前
田
綱

紀
時
代
に
宮
腰
（
現
在
の
金
沢
市
金
石

付
近
）
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
オ
サ
ガ
メ

の
図
が
粉
本
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
八
代
梅
田
九
栄
（
一
七
九
一

～
一
八
四
六
）
が
文
政
四
（
一
八
二
一
）

年
荒
屋
村
（
現
内
灘
町
付
近
）
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
オ
サ
ガ
メ
を
郡
奉
行
の
命

で
生
写
し
た
と
記
し
た
文
書
が
標
記
の

図
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

江
戸
時
代
に
も
少
な
か
ら
ず
加
賀
藩
領

内
の
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
役
所
に

届
け
ら
れ
た
場
合
に
は
記
録
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
図
は
、
甲
羅

の
部
分
を
中
心
に
描
い
た
「
表
の
図
」

と
腹
の
部
分
を
中
心
に
描
い
た
「
裏
の

図
」
の
二
枚
で
す
。「
表
の
図
」
は
、

縦
二
七・
〇
ｃ
ｍ
×
横
三
三・
二
ｃ
ｍ
の

大
き
さ
で
、墨
画
著
色
で
す
。「
裏
の
図
」

は
、
縦
二
七・
一
ｃ
ｍ
×
横
三
三・
二
ｃ

ｍ
の
大
き
さ
で
、
同
じ
く
墨
画
著
色
で

す
。「
表
の
図
」
に
は
「
筋
亀
表
之
図

但
重
弐
重
五
貫
六
百
目
」「
頭
長
壱
尺

／
同
高
四
寸
九
分
」「
口
切
入
四
寸
五

分
」「
長
弐
尺
弐
寸
五
分
／
幅
六
寸
八

分
」「
胴
幅
弐
尺
／
同
厚
九
寸
九
分
」「
長

壱
尺
四
寸
壱
分
／
幅
五
寸
七
分
」「
背

筋
甲
長
三
尺
五
寸
七
分
」「
裏
表
弐
枚

之
内
」「
九
栄
寫
」
と
の
書
き
込
み
が

あ
り
ま
す
。「
裏
の
図
」
に
は
、「
里
言

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
調
査
研
究
事
業
①

『
江
戸
の
博
物
図（
一）　
梅
田
家
旧
蔵
粉
本
調
査
か
ら
』

梅 

田
　
和 

秀



─  29  ─

／
筋
亀
裏
之
図
／
本
名
不
考
」「
天
明

三
年
七
月
上
旬
宮
腰
浦
へ
上
ル
／
宮
腰

奉
行
伊
藤
権
五
郎
殿
宅
ニ
而
生
写
被
仰

付
」「
裏
表
二
枚
之
内
」「
九
栄
寫
」
と

の
書
き
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
「
九
栄
」
は
書
か
れ
た
年

代
か
ら
六
代
梅
田
九
栄
だ
と
い
う
こ
と

が
特
定
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
六
代

九
栄
が
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
七
月

に
宮
腰
の
浜
辺
に
漂
着
し
た
オ
サ
ガ
メ

を
当
時
の
宮
腰
奉
行
宅
に
呼
ば
れ
生
写

を
命
じ
ら
れ
描
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
身
体
的
計
測
が
詳
細
に
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
図
の
資
料
的

価
値
を
一
層
高
め
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
二
）
海
豹
図

　

標
記
の
図
で
は
「
海
豹
之
図
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
研
究
者
の
佐
野
修

氏
に
よ
れ
ば
ゴ
マ
模
様
が
絶
妙
に
描
か

れ
て
お
り
、「
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
」
に

間
違
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
氏
に
よ

れ
ば
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
は
今
も
毎
年
の

よ
う
に
冬
か
ら
春
に
数
頭
以
下
で
す
が

石
川
県
に
も
や
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
図
（
縦
二
八・
一
ｃ
ｍ
×
横

三
九・
五
ｃ
ｍ
：
墨
画
著
色
）
に
は
次

の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　
「
天
保
七
丙
申
年
二
月
廿
五
日
写
之
」

「
海
豹
之
図　

牡
牝
不
分
明
」「
河
北
郡

白
尾
村
濱
江
打
上
ケ
／
御
郡
奉
行
所
ヘ

上
ル
下
絵
也
」「
惣
長
三
尺
壱
寸
／
腹

よ
り
背
ノ
曲
二
尺
五
寸
／
手
指
ノ
マ
タ

廣
ケ
延
セ
ハ
二
寸
五
分
／
足
指
マ
タ
廣

ケ
延
セ
ハ
六
寸
余
／
惣
体
毛
短
ク
／
顔

犬
ニ
似
て
口
鼻
ノ
所
／
兎
ノ
似
タ
リ
／

尾
ノ
長
サ
五
寸
／
髭
白
ク
ス
ヘ
墨
シ
」

「
図
ス
ル
所
ハ
半
死
之
所
日
ヲ
／
経
テ

次
第
勢
ヒ
ツ
ヨ
ク
食
ハ
／
ア
マ
サ
ギ
。

コ
ウ
ナ
ゴ
。
ナ
ト
一
枡
斗
リ
／
喰
フ
一

度
野
士
ノ
手
ニ
渡
リ
テ
／
二
十
日
余
見

セ
モ
ノ
ニ
シ
テ
後
不
知
」

　

以
上
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

①　

天
保
七
年
（
１
８
３
６
）
二
月
に

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
（
雌
雄
不
明
）
が
現

在
の
か
ほ
く
市
白
尾
近
辺
の
浜
辺
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。

②　

絵
師
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
郡
奉

行
所
で
は
早
速
生
写
を
命
じ
、
二
月

二
十
五
日
に
出
来
上
が
っ
た
こ
と
。

③　

当
初
半
死
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、

餌
と
し
て
ア
マ
サ
ギ
、
コ
ウ
ナ
ゴ
な
ど

一
升
ば
か
り
を
食
す
る
う
ち
に
元
気
と

な
り
、
香
具
師
が
貰
い
う
け
て
二
十
日

余
り
見
世
物
と
な
り
、
そ
の
後
の
足
ど

り
は
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
。

　

こ
の
図
の
作
者
名
は
記
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
郡
奉
行
所
へ
提
出
し
た
図

の
下
絵
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、「
オ
サ
ガ
メ
」
同
様
詳
細
な
身
体

的
計
測
も
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

学
術
的
に
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
と

思
い
ま
す
。
尚
、
描
か
れ
た
年
代
か
ら

言
え
ば
、
梅
田
家
で
は
八
代
九
栄
の
時

代
と
な
り
ま
す
。

（
註
）
水
野
康
次
郎
、
佐
野
修
両
氏
の

コ
メ
ン
ト
は
、
水
野
昭
憲
氏
（
石
川
県

立
自
然
史
資
料
館
長
）
を
介
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

三
　
見
世
物
小
屋
で
の
生
写

　

江
戸
時
代
の
金
沢
で
は
寺
社
の
境
内

に
見
世
物
小
屋
が
た
ち
、
一
般
庶
民
も

舶
来
の
鳥
獣
な
ど
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
野
町

神
明
宮
、
卯
辰
八
幡
宮
、
山
上
春
日
社

に
見
世
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

見
世
物
で
の
珍
し
い
鳥
獣
を
生
写
し

た
の
は
、
個
人
的
な
興
味
関
心
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
が
、
あ
ら
ゆ
る
要
望
に
迅

速
か
つ
的
確
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
御
用
絵
師
と
し
て
将
来
に
備
え

そ
れ
ら
を
記
録
し
粉
本
と
し
て
手
元
に

残
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
一
）
秦
吉
了
図

　

秦
吉
了
（
シ
ン
キ
ツ
リ
ョ
ウ
）
は
中

国
で
の
名
で
九
官
鳥
の
こ
と
で
す
。
明

和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
春
日
社
で
見

世
物
と
な
っ
た
際
に
五
代
梅
田
喜
平
次

豊
直
が
描
い
た
と
思
わ
れ
る
二
枚
の
絵

が
遺
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
（
縦

三
六・
四
ｃ
ｍ
×
横
二
四・
三
ｃ
ｍ
：
白

描
）
は
「
秦
吉
了
」「
明
和
二
年
五
月

「表の図」「裏の図」
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／
春
日
へ
来
ル
鸚
鵡
ノ
由
申
伝
候
へ
と

も
／
鸚
鵡
ニ
あ
ら
す
」「
彩
色
ハ
／
伯

圓
ノ
写
似
ス
」「
豊
直
写
」
と
の
書
き

込
み
が
あ
り
、
も
う
一
つ
（
縦

三
九・
八
ｃ
ｍ
×
横
二
八・
四
ｃ
ｍ
：
白

描
一
部
著
色
）
に
は
「
秦
吉
了
」「
明

和
二
年
春
日
へ
来
ル
／
鸚
鵡
之
由
申
伝

候
ヘ
ト
モ
／
左
ニ
あ
ら
す
」「
和
名
さ

る
か
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　
「
人
の
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
鳥
」
は
九

官
鳥
の
ほ
か
に
鸚
鵡
や
イ
ン
コ
が
い
ま

す
。
図
の
書
き
込
み
に
は
「
鸚
鵡
に
あ

ら
ず
」
と
あ
り
ま
す
が
、
図
を
み
る
と

鸚
鵡
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。「
彩

色
ハ
／
伯
圓
ノ
写
似
ス
」
と
の
書
き
込

み
も
あ
る
の
で
、
豊
直
は
父
の
師
で
も

あ
る
狩
野
伯
圓
の
描
い
た
図
に
恐
ら
く

「
秦
吉
了
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
踏
襲

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
二
）
食
火
鶏
図

　

食
火
鶏
（
ヒ
ク
イ
ド
リ
）
の
原
産
地

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
、
江
戸
時
代
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て

た
び
た
び
持
込
ま
れ
見
世
物
に
も
な
っ

た
よ
う
で
す
。
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）

年
に
も
渡
来
し
、
大
坂
、
江
戸
な
ど
で

見
世
物
と
な
り
、
そ
の
後
各
地
を
巡
回

し
金
沢
に
や
っ
て
き
た
際
に
描
か
れ
た

の
が
こ
の
図
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

標
記
の
図
（
縦
八
〇・
八
ｃ
ｍ
×
横

一
一
六・
五
ｃ
ｍ
：
墨
画
著
色
）
は
、

書
き
込
み
か
ら
寛
政
五
（
一
七
九
三
）

年
六
月
に
卯
辰
八
幡
宮
境
内
で
見
世
物

と
な
っ
た
ヒ
ク
イ
ド
リ
を
生
写
し
た
も

の
で
、
作
者
は
六
代
九
栄
（
号
の
「
如

質
」
の
記
載
有
り
）
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

尚
、
ヒ
ク
イ
ド
リ
の
図
は
も
う
一
つ

あ
り
（
縦
二
八・
四
ｃ
ｍ
×
横
四
一・
〇

ｃ
ｍ
：
墨
画
著
色
）、
前
図
が
ヒ
ク
イ

ド
リ
に
つ
い
て
諸
文
献
を
引
用
し
て
述

べ
て
い
る
の
に
対
し
、
身
体
の
具
体
的

な
大
き
さ
の
数
値
が
記
載
さ
れ
て
い
る

な
ど
直
接
観
察
し
た
あ
と
が
伺
え
貴
重

な
資
料
と
い
え
ま
す
。
た
だ
残
念
な
こ

と
に
作
者
、
制
作
年
代
は
不
明
で
す
。

書
き
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
火
鶏　

石
ク
ヒ
ト
リ
／
駝
鳥
／
火

ク
ヒ
ト
リ
／
右
大
方
等
類
ナ
リ
」「
タ

ケ
二
尺
四
五
寸
斗
／
横
四
尺
ア
マ
リ
」

「
貫
目
七
貫
目
余
／
石
ヲ
食
ニ
ヨ
リ
甚

重
シ
」「
此
大
サ
ノ
石
／
一
日
ニ

五
六
十
給
申
候
／
ヤ
キ
メ
シ
／
五
六
十

給
申
候
／
煩
之
時
火
ヲ
／
給
サ
セ
申
／

候
ヘ
ハ
其
壱
／
ヲ
下
申
候
」

　

寛
政
元
年
渡
米
の
ヒ
ク
イ
ド
リ
は
、

二
十
貫
目
の
重
さ
が
あ
っ
た
と
の
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
図
の
鳥

は
七
貫
目
の
重
さ
と
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
前
図
に
描
か
れ
た
ヒ
ク
イ
ド

リ
と
は
同
一
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

幼
鳥
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ヒ
ク
イ
ド
リ
は
い
わ
ゆ
る
「
飛
べ
な

い
鳥
」
で
、
江
戸
時
代
日
本
で
は
「
駝

鳥
」
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

石
や
火
（
石
炭
か
）
を
食
べ
る
と
い
う

の
も
当
時
の
風
聞
を
聞
き
書
き
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
未
完
）


